
平成™š年š月˜˜日 金曜日 (号外第› 号)官 報
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6
0
9
6

福
田
忠
雄

2
3
.
1
.
3
0
死

亡
4
3
5
8
8

萩
原
林
平

2
3
.
2
.
3
〃

4
8
0
5
2

大
保
暢
利

2
2
.
1
2
.
3
1
業
務
廃
止

4
9
6
0
1

和
知
泰
男

2
3
.
1
.
2
1
〃

6
1
6
2
7

赤
木
路
弘

2
3
.
1
.
3
1
〃

6
1
9
4
6

栗
原
則
夫

2
3
.
1
.
6
死

亡
6
8
5
2
3

湯
村
和
正

2
2
.
1
2
.
2
5
業
務
廃
止

7
0
0
8
4

五
十
嵐
要
二

2
3
.
1
.
1
3
〃

7
2
8
4
6

島
田
敏
男

2
3
.
1
.
2
3
死

亡
7
9
4
9
4

大
戸
昭
夫

2
3
.
2
.
2
1
業
務
廃
止

8
4
8
2
8

石
田
喜
子

2
2
.
1
2
.
2
6
死

亡
1
0
0
2
1
1

長
瀬
ま
な
み

2
3
.
2
.
2
業
務
廃
止

1
0
0
7
5
9

尾
藤
光
則

2
3
.
1
.
2
3
死

亡
1
0
1
6
0
2

立
石
康
人

2
2
.
1
2
.
3
1
業
務
廃
止

1
0
2
3
0
8

若
尾

勝
2
3
.
1
.
2
5
〃

1
0
4
8
7
0

時
田

隆
2
2
.
1
2
.
1
8
死

亡
1
0
5
4
9
9

野
崎
耕
一

2
2
.
1
2
.
3
1
業
務
廃
止

1
0
6
4
4
6

今
井

淳
2
2
.
1
2
.
2
4
死

亡
1
1
4
9
8
9

佐
藤
義
照

2
3
.
2
.
2
0
業
務
廃
止

裁
決
の
公
告

東
京
弁
護
士
会
が
平
成
2
2年
５
月
1
1日
に
告
知
し
た
同

会
所
属
弁
護
士
小
室
貴
司
会
員（
登
録
番
号
9
1
8
5）

に
対
す
る
懲
戒
処
分
（
業
務
停
止
４
月
）
に
つ
い
て
、
同

人
か
ら
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
あ

り
、
本
会
は
、
平
成
2
3年
２
月
1
5日
、
弁
護
士
法
第
5
9条

の
規
定
に
よ
り
、
懲
戒
委
員
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
、
本

件
処
分
を
変
更
し
同
人
の
業
務
を
２
月
間
停
止
す
る
旨
裁

決
し
、
こ
の
裁
決
は
平
成
2
3年
２
月
2
1日
に
効
力
を
生
じ

た
の
で
、
懲
戒
処
分
の
公
告
及
び
公
表
等
に
関
す
る
規
程

第
３
条
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成

2
3
年
２
月

2
1
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

裁
決
の
公
告

第
二
東
京
弁
護
士
会
が
平
成
2
2年
６
月
1
8日
に
告
知
し

た
同
会
所
属
弁
護
士
飯
野
信
昭
会
員
（
登
録
番
号

1
4
6
7
3）
に
対
す
る
懲
戒
処
分
（
戒
告
）
に
つ
い
て
、
同

人
か
ら
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
が
あ

り
、
本
会
は
、
平
成
2
3年
２
月
1
5日
、
弁
護
士
法
第
5
9条

の
規
定
に
よ
り
、
懲
戒
委
員
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
、
本

件
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
旨
裁
決
し
、
こ
の
裁
決
は
平
成

2
3年
２
月
2
1日
に
効
力
を
生
じ
た
の
で
、
懲
戒
処
分
の
公

告
及
び
公
表
等
に
関
す
る
規
程
第
３
条
第
２
号
の
規
定
に

よ
り
公
告
す
る
。

平
成

2
3
年
２
月

2
1
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

懲
戒
の
処
分
公
告

弁
護
士
法
第
6
4条
の
６
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の

と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記
１
処
分
を
し
た
弁
護
士
会
第
二
東
京
弁
護
士
会

２
処
分
を
受
け
た
弁
護
士

氏
名
青
木
秀
茂

登
録
番
号

1
9
0
1
0

事
務
所
東
京
都
港
区
西
新
橋
１
`
２
`
９
日
比

谷
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
1
4階
日
比
谷
セ
ン

ト
ラ
ル
法
律
事
務
所

３
処
分
の
内
容
業
務
停
止
１
月

４
処
分
が
効
力
を
生
じ
た
年
月
日

平
成
2
3年
２
月
1
6日

平
成

2
3
年
２
月

2
3
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

公
示
送
達

椿
康
雄
氏
が
本
会
か
ら
送
達
を
受
け
る
べ
き
下
記

書
類
は
、
本
会
が
保
管
し
て
お
り
、
申
出
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
委
員
会
及
び
懲
戒
手

続
に
関
す
る
規
程
第
1
2条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
会

が
こ
の
旨
を
本
会
掲
示
場
に
掲
示
し
た
平
成
2
3年
３
月
1
1

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
1
4日
を
経
過
し
た
と
き
に
下
記

書
類
の
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

記
日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
委
員
会
平
成
2
3年
懲
（
異
）

第
２
号
異
議
申
出
事
案
の
審
査
開
始
通
知
書

平
成

2
3
年
３
月

1
1
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
営
、
判
決
書
の
保
管
等
に
関
す
る
規
則
制
定
公
告

量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
営
、
判
決
書
の
保
管
等
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
四
十
六
号
）
を
左
の
通
り
制
定
し
た

の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
営
、
判
決
書
の
保
管
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日
規
則
第
百
四
十
六
号
）

（
判
決
書
の
保
管
）

第
五
条

本
会
は
、
次
に
掲
げ
る
判
決
書
を
、
適
宜
電
磁
的
記
録
に
す
る
処
理
を
し
て
、
当
該
判
決
書
に
基
づ
い
て
作

成
し
、又
は
作
成
さ
れ
た
要
旨
デ
ー
タ
に
付
し
た
管
理
番
号
と
同
一
の
管
理
番
号
を
付
し
て
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

一

愛
知
県
弁
護
士
会
そ
の
他
の
弁
護
士
会
が
愛
知
県
弁
護
士
会
が
運
営
す
る
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
の
た
め

に
収
集
し
た
判
決
書
で
、
本
会
が
そ
の
管
理
を
委
託
さ
れ
た
も
の

二

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
会
が
送
付
を
受
け
た
判
決
書

三

本
会
の
裁
判
員
本
部
が
収
集
し
た
判
決
書

（
会
員
に
よ
る
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
、
判
決
書
の
閲
覧
及
び
謄
写
等
）

第
六
条

会
員
は
、
自
己
が
担
当
す
る
刑
事
事
件
の
た
め
に
、
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

会
員
は
、
会
長
の
許
可
を
得
て
、
自
己
が
担
当
す
る
刑
事
事
件
の
た
め
に
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
本
会
に
保
管
さ

れ
て
い
る
判
決
書
を
閲
覧
し
、
又
は
謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
謄
写
し
た
判
決
書
の
写

し
を
、
自
己
が
担
当
す
る
刑
事
事
件
の
書
証
と
し
て
裁
判
所
に
提
出
す
る
等
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
で
利
用
す
る

こ
と
を
妨
げ
な
い
。

３

会
長
は
、
会
員
か
ら
本
会
又
は
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
研
修
の
た
め
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
本
会
に
保
管
さ
れ
て

い
る
判
決
書
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。）に
お
い
て
愛
知
県
弁
護
士
会
か
ら
引
き
継

い
で
行
う
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
、
運
営
等
並
び
に
判
決
書
の
収
集
、
保
管
等
及
び
会
員
そ
の
他
に
対
す
る
閲

覧
、
謄
写
等
に
つ
き
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

愛
知
県
弁
護
士
会
の
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
営
等
に
関
す
る
規
則
（
愛
知
県
弁
護
士

会
規
則
第
百
七
十
七
号
）
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
る
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
本
会
が
そ
の
作
成
、
運

営
等
を
引
き
継
い
で
行
う
も
の
を
い
う
。

二

要
旨
デ
ー
タ

量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
す
る
判
決
書
の
要
旨
に
係
る
情
報
で
あ
っ
て
、
電
子
デ
ー
タ
と
さ

れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

三

判
決
書

裁
判
員
裁
判
対
象
刑
事
事
件
（
控
訴
審
及
び
上
告
審
を
含
む
。）の
判
決
書
正
本
の
写
し
（
電
磁
的
記

録
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
判
決
書
謄
本
若
し
く
は
そ
の
写
し
を
い
う
。

四

自
己
が
担
当
す
る
刑
事
事
件

当
該
会
員
が
弁
護
人
と
な
っ
て
い
る
刑
事
被
疑
事
件
若
し
く
は
刑
事
被
告
事
件

又
は
当
該
会
員
が
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
百
十
六
条
の
三
十
三
の
規
定
に
よ

り
被
害
者
等
若
し
く
は
被
害
者
の
法
定
代
理
人
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
件
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
か
ら
当
該
被
害
者

等
若
し
く
は
当
該
被
害
者
の
法
定
代
理
人
が
手
続
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
た
刑
事
被
告
事
件
を
い
う
。

（
要
旨
デ
ー
タ
の
作
成
等
）

第
三
条

弁
護
士
会
は
、
当
該
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
会
員
か
ら
提
供
さ
れ
た
判
決
書
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
要
旨

デ
ー
タ
及
び
匿
名
処
理
を
し
た
当
該
判
決
書
を
、
本
会
に
持
参
し
、
又
は
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
判
決
書
を
送
付
す
る
場
合
に
は
、
郵
送
す
る
方
法
に
限
る
も
の
と
す
る
。

２

本
会
の
裁
判
員
本
部
が
収
集
し
た
判
決
書
に
基
づ
く
要
旨
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
当
該
判
決
書
を
提
供
し
た
会
員

の
所
属
弁
護
士
会
と
本
会
が
協
議
し
て
作
成
す
る
。

３

会
長
は
、
要
旨
デ
ー
タ
の
作
成
、
判
決
書
の
匿
名
処
理
等
の
方
法
に
つ
い
て
、
別
に
細
則
で
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
、
運
用
等
）

第
四
条

本
会
は
、
当
面
の
間
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
送
付
を
受
け
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

作
成
し
た
要
旨
デ
ー
タ
に
管
理
番
号
を
付
し
て
、
こ
れ
を
愛
知
県
弁
護
士
会
又
は
愛
知
県
弁
護
士
会
の
指
定
し
た
業

者
に
送
付
し
て
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
当
た
ら
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

本
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
量
刑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
管
理
し
、
運
用
し
、
及
び
こ
の
規
則
の
規
定

に
基
づ
き
弁
護
士
で
あ
る
会
員
（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
。）そ
の
他
の
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。
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